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㸯㹀㸮㸯 
 ⱥᅜの研究資金配分ไᗘ 

㹼㈈ᨻ༴機における現状と課題㹼 
 

 （チャップ࣐ン純子、ᯘᖾ秀㸦科学ᢏ⾡᣺⯆機構ۑ
 

 
㸯㸬はじめに 
 金⼥業に౫Ꮡするⱥᅜ⤒῭は 2008 年のリー࣐

ンࣙࢩックによりᡴᧁを受け、保Ᏺඪと自⏤Ẹ主

ඪの連❧ᨻᶒが⋡いる現ᨻᗓは、๓労働ඪᨻᶒか

らᘬき⥅がれた⣼✚㉥Ꮠもあり、現ᅾもཝしい㈈

ᨻ状ἣをᙉいられている。そのため、㈈ᨻ㉥Ꮠの

ゎ消をႚ⥭の重要課題と఩⨨௜け、ᨻᗓ┬庁のண

⟬๐減やຠ⋡性重どを始めとして様々なྲྀり⤌

 。をおこなっているࡳ
 そのような中、ᨻᗓは 201� 年ᗘまでの年間科

学研究資金を、2010 年ᗘと同㢠の「現状⥔持」と

することをỴ定した。これは、ⱥᅜᨻᗓが科学研

究を重どしていることの⾲れとしてᤊえられて

おり、科学⏺にもᴫしてዲ意的に受けṆめられて

いる。一方、研究資金配分ไᗘには、⥭⦰㈈ᨻを

受けて様々な㌶㐨ಟ正がおこなࢃれており、その

一部には、研究者の཯発が᰿ᙉくṧるものもある。 
 本発⾲では、ⱥᅜにおける研究資金配分ไᗘに

関して、⥭⦰㈈ᨻの中、ᨻᗓや関ಀ機関が研究資

金配分ไᗘをどのように㐠用し、どのような方向

向かおうとしているのか、またṧされた課題に࡬

ついて、現ᆅでのインタࣗࣅーも交えた調査結果

を報告する。 
 
㸰㸬ⱥᅜの⥲研究㛤発費のᴫ観 
 ⱥᅜの⥲研究㛤発費㸦2010）は、�5�が⏘業⏺、

32�がᨻᗓ、1��がᾏ外の出資負担で、高等ᩍ⫱

機関による出資は 1�に過ぎない。 
 しかし౑用๭合では、⏘業⏺の �1㸣にḟいで、

27�が高等ᩍ⫱機関による౑用である。その๭合

は⏘業⏺の༙分௨ୗであるものの、他のඛ㐍ᅜと

ẚ࡭て高く㸦௖ᅜ 21�、⊂ᅜ 18�、⡿ᅜ 1���2009�、
日本 13��2009�）、ⱥᅜにおける研究㛤発の主要プ

レーࣖーが高等ᩍ⫱機関であることがࢃかる。 
 また、⏘業⏺はⱥᅜでは出資・౑用ともに最大

セクターであるが、その๭合は、他のඛ㐍ᅜとẚ

て低く、ⱥᅜの⏘業⏺における研究㛤発があま࡭

り活発におこなࢃれていないことが᝿ീできる。

᭦に、他の主要ᅜにẚ࡭てᾏ外からの研究㛤発費

の流ධが多いのも、ⱥᅜの特ᚩとゝえる。 
  
㸱㸬科学ᢏ⾡ண⟬策定プロセス 
 ⱥᅜにおける科学ᢏ⾡ண⟬は、保೺┬㸦'+）

や環境・㣗⣊・㎰ᮧᆅ域┬㸦'()5$）等の」ᩘの

┬庁によりᨭ出されているが、その多くはࣅジネ

ス・イノ࣋ーࣙࢩン・ᢏ能┬㸦%,6）によるもの

であるため、本発⾲では、%,6 によりᡤ⟶・ᨭ出

される科学ᢏ⾡ண⟬について㏙࡭るものとする。 
 ⱥᅜでは「ス࣌ンディングレࣗࣅー」というᨻ

ᗓの」ᩘ年ᗘண⟬が 3㹼� 年毎に発⾲される。最

㏆では、2010 年 10 ᭶の「ス࣌ンディングレࣗࣅ

ー2010」により 2011㹼201� 年ᗘの � 年間のᨻᗓ

全యのண⟬が㈈務┬から発⾲された。その中で、

%,6 ᡤ⟶の「科学・研究資金㸦6FLHQFH DQG 5HVHDUFK 
)XQGLQg）」は、´現状³㸦2010 年ᗘ）⥔持の年間 ��
൨࣏ンドとすることとなった。それを受け%,6 は、

同年 12 ᭶にその内ヂを♧す「科学・研究資金配

分計画㸦7KH $lloFDWLoQ oI 6FLHQFH DQG 5HVHDUFK 
)XQGLQg）」を発⾲した。 
 このように、「科学・研究資金」の⥲㢠は㈈務

┬がỴ定するが、その内ヂは %,6 がചୗ⤌⧊や関

ಀ者との༠㆟を基にỴ定する。౛えࡤ、ᚋ㏙する

主要研究資金配分機関である研究会㆟等࡬の科

学・研究資金配分㢠は %,6 がỴ定し配分する。 
 ᭦に研究会㆟に配分された科学・研究資金は、

研究会㆟が自⏤⿢㔞によりඃඛ分㔝やプログラ

࣒の種㢮等の౑㏵をỴ定することができる。これ

は、ᚋ㏙するࣁルデイン原๎に基づく。 
 このようなプロセスにຍえ、様々な意見をເ集

する「コンࢧルテーࣙࢩン」が㢖⦾におこなࢃれ

ている。それにより、ᨻ἞ᐙや科学者を始め、時

には一⯡ᕷẸもྵめて様々な関ಀ者が意見を㏙

 。る機会がタけられることが多い࡭
 ᭦に、学⾡⤌⧊である⋤❧༠会や、科学者によ

るアド࣎カࢩーᅋయなどを通じて文書により、時

にはデࣔを㛤ദしたりして、科学者が科学ᢏ⾡関

連ண⟬や研究資金配分ไᗘについて意見を⾲明

することも多い。 
 このように、ⱥᅜᨻᗓが科学研究を重どし、科

学者の意見にも可能な㝈り⪥をഴけ、ᨻ策が㡰調

にᐇ᪋に向けられるようྲྀり⤌ࡴጼໃが見られ

る。 
 
㸲㸬研究資金配分機関と資金の流れ 
 ⱥᅜの研究㛤発の中心である高等ᩍ⫱機関に

対する研究資金ไᗘは、「デࣗアル࣏ࢧート・ࢩ



― 2―

ステ࣒㸦二ඖᨭ᥼ไᗘ）」と࿧ࡤれ、大きく分け

て 2 つの流れがある。1 つは、高等ᩍ⫱機関の⿢

㔞により౑㏵がỴめられる、高等ᩍ⫱資金会㆟

㸦+()&V）から配分されるࣈロックグラント㸦コ

ア࢓ࣇンドともいう）、もう 1 つは、通ᖖプロジ

࢙クト࣋ースによりຓᡂされる、研究会㆟による

研究グラントである。 
 高等ᩍ⫱資金会㆟はᆅ域別に、イングランドに

はイングランド高等ᩍ⫱資金会㆟㸦+()&(）、ス

コットランドにはスコットランド資金会㆟�6)&�、
ウ࢙ールࢬにはウ࢙ールࢬ高等ᩍ⫱資金会㆟

㸦+()&:）、そして໭アイルランドには໭アイル

ランド㞠用学⩦┬㸦'(/ 1,）1がある。 
 正確には、%,6 がᡤᤸするのはイングランドの

高等ᩍ⫱のࡳで、その他のᆅ域については、それ

ぞれに分ᶒ化されたᨻᗓがᡤᤸしている。本発⾲

では、%,6 ᡤᤸの +()&( について㏙࡭るものと

し、その他のᆅ域については㐺用されない内容を

 。可能性もあることに␃意するᚲ要があるࡴྵ
 +()&( によるࣈロックグラントは、ᩍ⫱費と研

究費に大別され、ᩍ⫱費は、ྛ大学の学生ᩘ等に

ᛂじて配分㢠がỴめられる。一方の研究費は、

5$( �5HVHDUFK $VVHVVPHQW ([HUFLVH�という評価ไ

ᗘにᚑい、ྛ大学の学部毎に研究ᐇ⦼等で評価が

なされ、その評価結果に基づき配分㢠がỴ定され

てきた。ᚋ㏙するように、201� 年ᗘからは 5$(
に代ࢃり新たな評価ไᗘである 5() �5HVHDUFK 
([FHllHQFH )UDPHZoUN�による配分方法がᑟධされ

るண定である。 
 研究会㆟は分㔝別に 7 つあり、それぞれが⊂❧

した研究ຓᡂプログラ࣒を᭷し、基♏・ᛂ用研究

のຓᡂをおこなっている他、研究会㆟ᶓ᩿ᆺ研究

テー࣐をタ定し、学㝿的研究プログラ࣒も᥎㐍し

ている。また、7 つのうࡕ 3 つの研究会㆟はചୗ

に研究⤌⧊を᭷しࣈロックグラントを配分する

とともに、他の研究会㆟と同様に高等ᩍ⫱機関等

 。の➇த的研究資金をຓᡂしている࡬
 「デࣗアル࣏ࢧート・ࢩステ࣒」と⛠される資

金の流れの源となるこれら 2 つの⤌⧊௨外にも、

ⱥᅜではឿၿᅋయによる研究資金が、高等ᩍ⫱機

関等にとって少なくない཰ධ源となっている。ま

た、同じく %,6 ᡤᤸのᢏ⾡ᡓ␎ᑂ㆟会㸦76%）も

重要な研究資金配分機関で、主に⏘業⏺に対して

ຓᡂをおこなっている⤌⧊である。⏘学連ᦠの᥎

㐍にもྲྀり⤌ࢇでいる重要機関であるが、本✏で

は科学研究࡬のຓᡂに࢛ࣇーカスするものとし、

๭ឡする。 
 
                                                   
1 ໭アイルランドには、高等ᩍ⫱資金会㆟はないが、㞠用

や高等ᩍ⫱をᡤᤸしている㞠用学⩦┬㸦DEL NI）が、高

等ᩍ⫱機関࡬のࣈロックグラントをᡤ⟶している。 

㸳㸬研究資金の内ヂ 
 ⱥᅜにおける高等ᩍ⫱機関の研究㛤発費の出

資ඖ内ヂを♧したのがḟのグラࣇである。 
 

㧗等教育ᶵ㛵の◊✲㛤Ⓨ㈝の出資ඖෆヂ 

 
⣙ 1�3 は高等ᩍ⫱資金会㆟によるࣈロックグラ

ントで、それをྵࡴ 7 ๭㏆くがᨻᗓによるもので

ある。このように、ⱥᅜにおける科学研究の主要

プレーࣖーである高等ᩍ⫱機関の研究㛤発費は、

多くはᨻᗓ負担によるものだが、Ẹ間㠀Ⴀ฼機関

やᾏ外からも研究㛤発費が流ධしていることが

かる。特に་学分㔝におけるឿၿᅋయ㸦ウ࢙ルࢃ

カ࣒トラストやⱥᅜキャンࢧーリࢧーチ等）のᏑ

ᅾは大きい。 
 ḟに、ⱥᅜの主要 5 大学の研究グラントの཰ධ

源を♧したのが、ḟのグラࣇである。 
 

㧗等教育ᶵ㛵の◊✲㛤Ⓨ㈝の出資ඖෆヂ 

 
  
 ඛのグラࣇが研究㛤発費の出資ඖであるのに

対して、これは研究グラントに㝈るというⅬに␃

意するᚲ要があるが、ឿၿᅋయの๭合が 3 ๭を㉸

える大学もあり、これら主要大学での研究にとっ

てឿၿᅋయが重要な཰ධ源であることがࢃかる。 
 
㸴㸬研究資金配分に関するᨻ策 
 研究会㆟の研究資金ຓᡂプログラ࣒に関する

ඃඛ研究分㔝や種㢮に関するỴ定は、ඛ㏙の通り、

研究会㆟が主యとなっておこなࢃれる。 
 ྛ研究会㆟は、5 年毎に、ඃඛ研究分㔝をྵࡴ

「ᡓ␎計画㸦6WUDWHgLF 3lDQ）」を策定する。᭦に、

このᡓ␎計画を基に、通ᖖ 3 年毎に「ᐇ᪋計画

㸦'HlLYHU\ 3lDQ）」を策定する。これは、ᨻᗓが発

ブ䝻䝑ク䜾ラン
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ステ࣒㸦二ඖᨭ᥼ไᗘ）」と࿧ࡤれ、大きく分け

て 2 つの流れがある。1 つは、高等ᩍ⫱機関の⿢

㔞により౑㏵がỴめられる、高等ᩍ⫱資金会㆟

㸦+()&V）から配分されるࣈロックグラント㸦コ

ア࢓ࣇンドともいう）、もう 1 つは、通ᖖプロジ

࢙クト࣋ースによりຓᡂされる、研究会㆟による

研究グラントである。 
 高等ᩍ⫱資金会㆟はᆅ域別に、イングランドに

はイングランド高等ᩍ⫱資金会㆟㸦+()&(）、ス

コットランドにはスコットランド資金会㆟�6)&�、
ウ࢙ールࢬにはウ࢙ールࢬ高等ᩍ⫱資金会㆟

㸦+()&:）、そして໭アイルランドには໭アイル

ランド㞠用学⩦┬㸦'(/ 1,）1がある。 
 正確には、%,6 がᡤᤸするのはイングランドの

高等ᩍ⫱のࡳで、その他のᆅ域については、それ

ぞれに分ᶒ化されたᨻᗓがᡤᤸしている。本発⾲

では、%,6 ᡤᤸの +()&( について㏙࡭るものと

し、その他のᆅ域については㐺用されない内容を

 。可能性もあることに␃意するᚲ要があるࡴྵ
 +()&( によるࣈロックグラントは、ᩍ⫱費と研

究費に大別され、ᩍ⫱費は、ྛ大学の学生ᩘ等に

ᛂじて配分㢠がỴめられる。一方の研究費は、

5$( �5HVHDUFK $VVHVVPHQW ([HUFLVH�という評価ไ

ᗘにᚑい、ྛ大学の学部毎に研究ᐇ⦼等で評価が

なされ、その評価結果に基づき配分㢠がỴ定され

てきた。ᚋ㏙するように、201� 年ᗘからは 5$(
に代ࢃり新たな評価ไᗘである 5() �5HVHDUFK 
([FHllHQFH )UDPHZoUN�による配分方法がᑟධされ

るண定である。 
 研究会㆟は分㔝別に 7 つあり、それぞれが⊂❧

した研究ຓᡂプログラ࣒を᭷し、基♏・ᛂ用研究

のຓᡂをおこなっている他、研究会㆟ᶓ᩿ᆺ研究

テー࣐をタ定し、学㝿的研究プログラ࣒も᥎㐍し

ている。また、7 つのうࡕ 3 つの研究会㆟はചୗ

に研究⤌⧊を᭷しࣈロックグラントを配分する

とともに、他の研究会㆟と同様に高等ᩍ⫱機関等

 。の➇த的研究資金をຓᡂしている࡬
 「デࣗアル࣏ࢧート・ࢩステ࣒」と⛠される資

金の流れの源となるこれら 2 つの⤌⧊௨外にも、

ⱥᅜではឿၿᅋయによる研究資金が、高等ᩍ⫱機

関等にとって少なくない཰ධ源となっている。ま

た、同じく %,6 ᡤᤸのᢏ⾡ᡓ␎ᑂ㆟会㸦76%）も

重要な研究資金配分機関で、主に⏘業⏺に対して

ຓᡂをおこなっている⤌⧊である。⏘学連ᦠの᥎

㐍にもྲྀり⤌ࢇでいる重要機関であるが、本✏で

は科学研究࡬のຓᡂに࢛ࣇーカスするものとし、

๭ឡする。 
 
                                                   
1 ໭アイルランドには、高等ᩍ⫱資金会㆟はないが、㞠用

や高等ᩍ⫱をᡤᤸしている㞠用学⩦┬㸦DEL NI）が、高

等ᩍ⫱機関࡬のࣈロックグラントをᡤ⟶している。 

㸳㸬研究資金の内ヂ 
 ⱥᅜにおける高等ᩍ⫱機関の研究㛤発費の出

資ඖ内ヂを♧したのがḟのグラࣇである。 
 

㧗等教育ᶵ㛵の◊✲㛤Ⓨ㈝の出資ඖෆヂ 

 
 
⣙ 1�3 は高等ᩍ⫱資金会㆟によるࣈロックグラ

ントで、それをྵࡴ 7 ๭㏆くがᨻᗓによるもので

ある。このように、ⱥᅜにおける科学研究の主要

プレーࣖーである高等ᩍ⫱機関の研究㛤発費は、

多くはᨻᗓ負担によるものだが、Ẹ間㠀Ⴀ฼機関

やᾏ外からも研究㛤発費が流ධしていることが

かる。特に་学分㔝におけるឿၿᅋయ㸦ウ࢙ルࢃ

カ࣒トラストやⱥᅜキャンࢧーリࢧーチ等）のᏑ

ᅾは大きい。 
 ḟに、ⱥᅜの主要 5 大学の研究グラントの཰ධ

源を♧したのが、ḟのグラࣇである。 
 

㧗等教育ᶵ㛵の◊✲㛤Ⓨ㈝の出資ඖෆヂ 

 
  
 ඛのグラࣇが研究㛤発費の出資ඖであるのに

対して、これは研究グラントに㝈るというⅬに␃

意するᚲ要があるが、ឿၿᅋయの๭合が 3 ๭を㉸

える大学もあり、これら主要大学での研究にとっ

てឿၿᅋయが重要な཰ධ源であることがࢃかる。 
 
㸴㸬研究資金配分に関するᨻ策 
 研究会㆟の研究資金ຓᡂプログラ࣒に関する

ඃඛ研究分㔝や種㢮に関するỴ定は、ඛ㏙の通り、

研究会㆟が主యとなっておこなࢃれる。 
 ྛ研究会㆟は、5 年毎に、ඃඛ研究分㔝をྵࡴ

「ᡓ␎計画㸦6WUDWHgLF 3lDQ）」を策定する。᭦に、

このᡓ␎計画を基に、通ᖖ 3 年毎に「ᐇ᪋計画

㸦'HlLYHU\ 3lDQ）」を策定する。これは、ᨻᗓが発

ブ䝻䝑ク䜾ラン

ト23 02. 9  
( 3 3 % )  

ᨻᗓ┬ᗇ

（◊✲会㆟ྵ）
2454. 7 ( 3 5% )  

௻ᴗ
3 23 . 1 ( 5% )  

㧗等教育ᶵ㛵
29 7. 0 ( 4% )  

Ẹ間非Ⴀ利

9 79 . 0 ( 14% )  
ᾏእ

670. 1 ( 9 % )  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

༢位 :  £  m i l l i o n  ( % )

䝕ー䝍䝋ース䠖 O E C D ,  R & D  S t a t i s t i c s  2010

41% 3 5% 3 9 % 3 1% 3 7%

29 % 24%
23 %

3 0% 3 2%

0 
50 

100 
150 
200 
250 
3 00 
3 50 
400 
£ m i l l i o n 䛭の௚

E U 以እのᾏእ

䛭の௚の E U

E U ᨻᗓ

ⱥᅜ⏘ᴗ⏺

ⱥᅜᨻᗓ

ឿၿᅋయ（ⱥᅜෆ）

◊✲会㆟

䝕ー䝍䝋ース䠖 U C L  C o u n c i l  W h i t e  P a p e r  2011- 2021

⾲するス࣌ンディングレࣗࣅーにᛂじて、௒ᚋ 3
年間のண⟬やඃඛຓᡂ㡿域、活動計画、ᮇᚅされ

る社会的・⤒῭的インパクト等を明♧する。 
 しかし、%,6 からண⟬配分を受ける研究会㆟の

❧場として、%,6 の意向を↓どすることは㐺ษで

はなく、Ỵ定ᶒはྛ研究会㆟にあるものの、౛え

ࡤ 'HlLYHU\ 3lDQ の策定プロセスには、研究会㆟の

カウンࢩル会㆟に%,6 が࢜ࣈザーバーとして参ຍ

したり、ドラࣇトసᡂ過⛬で %,6 のコ࣓ントをồ

めるなど、そのỴ定までのプロセスで、%,6 の意

向を⫈ྲྀしたりそれをỴ定に཯ᫎさせる機会を

タけている。 
 %,6 だけでなく、'HlLYHU\ 3lDQ の策定には、多

様なステーク࣍ルࢲーの意見を཯ᫎすることが

できる。ドラࣇトసᡂのために研究者等の᭷識者

のインプットやアイデアを௮ࡄ他、ドラࣇト᏶ᡂ

ᚋにはウ࢙ࢧࣈイトにᥖ㍕してコンࢧルテーࢩ

ࣙンにより一⯡ᕷẸの意見をເ集することもあ

る。しかし、あくまでもỴ定ᶒは研究会㆟にある。 
 研究会㆟がண⟬やඃඛ分㔝のỴ定ᶒを᭷する

⫼景には、「ࣁルデイン原๎㸦+DlGDQH 3ULQFLSlH）」
がある。これは、1918 年にࣁルデイン上㝔㆟ဨが

⋡いるグループによる、「ᨻᗓは特定の目的をも

つ研究についてのࡳ┘╩し、その他の一⯡的な研

究についてはᖸ΅せず、研究会㆟の⊂自性に௵せ

る࡭きである」とする研究会㆟の⊂❧性を᧦ㆤし

たᥦゝである。しかし㏆年は、同原๎のゎ㔘に関

して୙確ᐇさがᏑᅾしていた。ᨻᗓが᭷識者と༠

㆟した結果、同原๎のゎ㔘を明確にするため 2010
年 12 ᭶発⾲の「科学・研究資金配分計画」に

「6WDWHPHQW oQ WKH +DlGDQH 3ULQFLSlH」と⛠した文書

を $QQH[ としてῧ௜し、ᨻᗓがࣁルデイン原๎を

ᨭ᥼することを明確に⾲明した。これにより、研

究会㆟がᨻᗓと一定の㊥㞳を保ࡕ、そのண⟬やඃ

ඛ分㔝に関するỴ定ᶒを᭷することが෌確認さ

れている。ただし、ᨻᗓのᨻ策と目ᶆに沿った研

究のために฼用されるᨻᗓ┬庁の研究ண⟬には、

同原๎は㐺用されない。 
 ᭦に、最㏆のⱥᅜにおいて、高等ᩍ⫱資金会㆟

や研究会㆟による研究資金の配分あるいはຓᡂ

ඛ㑅定の㝿に重要な㑅定基‽となっているのが、

「社会的・⤒῭的インパクト」である。 
 +()&( によるࣈロックグラントは、ඛ㏙のとお

りᩍ⫱費と研究費に大別されるが、学部毎のパࣇ

࢛ー࣐ンス評価により配分される研究費につい

て、ᚑ来の評価ไᗘである 5$( �5HVHDUFK 
$VVHVVPHQW ([HUFLVH�に代ࢃり 201� 年ᗘから 5() 
�5HVHDUFK ([FHllHQFH )UDPHZoUN�による配分方法が

ᑟධされるண定である。5$( からの基本的なኚ᭦

Ⅼは、評価パネル࣓ンバーの負担を減らすため、

外部཰ධや研究論文など研究ᐇ⦼に関連した⤫

計をより多く᥇用することであるが、一␒のதⅬ

になっているのが、研究ᡂ果の「社会的・⤒῭的

インパクト」が評価の 20�を༨めることである。

ᙜึは 25�の計画であったが、科学⏺からのᢈุ

を受けてᘬきୗࡆたと考えられている。 
 また、研究会㆟では、᪤に社会的・⤒῭的イン

パクトをグラントᛂເの㝿にグ㏙することを課

し、㑅考基‽にྵめている。 
 つまりⱥᅜᨻᗓは、㈈ᨻ༴機にある中、௒ᚋ社

会的・⤒῭的インパクトがᮇᚅできない研究には

公的資金はᢞධしない、という方向に向かってい

る。この方向性については、ᨻᗓは様々なㄝ明機

会をタけているが、一部の科学研究者から「基♏

科学研究をྰ定するものだ」というᢈุのኌが᰿

ᙉくṧる中でのᑟධとなっている。 
 
㸵㸬研究資金の㐠用 
 ຓᡂされた➇த的研究資金の㐠用に関して特

➹す࡭きⱥᅜのไᗘは、「⥲⤒῭コストไᗘ㸦I(&� 
IXll�(FoQoPLF &oVWLQg）」である。2005 年 9 ᭶にᑟ

ධされた同ไᗘは、研究会㆟等によるグラントに

㐺用され、ᙜヱ研究プロジ࢙クトにかかる⥲研究

費の 80�をຓᡂする、というものである。 
 同ไᗘᑟධ๓は、௜与されるグラントには、౛

えࡤᖖ໅研究者のே件費はྵまれない等、ᐇ㝿に

研究にかかる費用の 5a�๭⛬ᗘしかຓᡂされてお

らず、研究プロジ࢙クトにᦠࢃる研究者のࡳなら

ず、ᡤ属ඛ大学࡬の負担ともなり、研究の活性化

をጉࡆる要因の一つとして指᦬されていた。その

ような負担を軽減するため、プロジ࢙クトにಀる

ᚲ要⤒費をす࡭てຓᡂしようと㛤始されたไᗘ

である。 
 ᚲ要⤒費としてྵまれるのは、┤᥋⤒費、┤᥋

配㈿費、間᥋⤒費である。また⟬出には、ⱥᅜの

高等ᩍ⫱機関における原価計⟬のᶆ‽的手法で

ある「原価計⟬㏱明アプローチ㸦75$&� 7UDQVSDUHQW 
$SSUoDFK Wo &oVWLQg）」を用いる。 
 ᙜึ、その๭合はẁ㝵的に 100�までᣑ大する

とされていたが、現ᅾは研究会㆟によるグラント

で 80�とᅛ定されている。しかし、高等ᩍ⫱機関

ഃとしては、これまでࣈロックグラントから⿵ሸ

していた研究プロジ࢙クトのためのㅖ⤒費を

80�でも研究基┙の確❧・⥔持等に確保できるた

め、同ไᗘのᑟධ・⥅続はᴫしてḼ㏄されている。 
 
㸶㸬研究ᡂ果のྲྀりᢅい 
 公的研究資金を௜与された研究プロジ࢙クト

によるᡂ果のྲྀりᢅいについて最㏆動きが活発

化しているのは、「研究ᡂ果の࢜ープンアクセス

化」である。 
 2012 年 7 ᭶、デイࣅッド・ウィレッࢶ大学・科
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学担ᙜ大⮧は、社会学者のジャネット・ࣇィンチ

ᩍᤵが中心となりྲྀり⧳めた࢜ープンアクセス

化に関する報告書 2による່告を、ᨻᗓがᖜᗈく

受けධれ、公的資金を฼用してᐇ᪋された研究ᡂ

果に、学⾡⏺、⏘業⏺、ᅜẸのㄡもが容᫆にアク

セスできるようにすることを発⾲した。それによ

り、ᅜẸの⛯金から生ࡳ出された研究ᡂ果が、一

部の研究者のࡳの฼用に␃まらず、ၟ業化やᐇ用

化がຍ㏿され、ᖜᗈいே々が⤒῭的・社会的฼┈

をா受することとなる。㝈られた公的研究資金の

᭷ຠ活用化という観Ⅼからも重要なྲྀり⤌ࡳで

ある。 
 しかし、࢜ープンアクセス化には、研究ᡂ果の

論文を発行する出∧社࡬の費用ᨭᡶいが発生し、

᏶全ࣇリーのアクセスをᐇ現するための費用は、

科学研究ண⟬の 1�に上るとヨ⟬されている。そ

のため、グラントの増㢠やྲྀᢅいのヲ⣽について、

現ᅾ、ᨻᗓや関ಀ者間で᳨ウが続いている。 
 
㸷㸬まとめ 
 最ᚋに、ⱥᅜの研究資金配分ไᗘについて、௨

上のことをまとめるとともに、ⱥᅜのᙉࡳと課題

を㏙࡭る。ᙉࡳについては、日本࡬の♧၀とする

ことを๓ᥦとしている。 
 まず、ᅜ内外でⱥᅜのᙉࡳとされているのは、

ステ࣒が確❧されており、研究ࢩ・ーࣗࣅアレࣆ

の「エクセレンス」を㑅定の最重要基‽とするこ

とがᨻᗓ、配分機関、研究者の間でඹ通認識とな

っていることである。エクセレンスに多㢠のᢞ資

がなされることにより、研究者がエクセレンスに

向けてດຊすることはᚲ⮳である。また、一部の

大学や研究者࡬の研究資金の集中についても、

「ၥ題」としてではなく、「エクセレンス重どの

結果である」として࣏ジティࣈにᤊえるᨻᗓ関ಀ

者は多い。 
ステ࣒の確❧は、㑅考の㝿のࢩ・ーࣗࣅアレࣆ 

฼ᐖ関ಀ᤼㝖のᚭᗏにもつながっている。7 つの

研究会㆟のうࡕചୗ研究⤌⧊を᭷する研究会㆟

の多くは、➇த的研究資金を内部㸦ചୗ研究⤌⧊）

にも外部にも門ᡞを㛤ᨺし、全く同じࣆアレࣗࣅ

ー・プロセスによりᖹ等に㑅考をおこなっている。

また、レࣗࣅーパネルの࣓ンバーに、特定の研究

プロジ࢙クトの関ಀ者がྵまれる場合には、฼┈

相཯が生じないよう、関ಀパネル࣓ンバーは㆟㛗

であっても㏥ᖍするなど、࢜ープンかつ㏱明な、

れࢃーによる㑅考プロセスがおこなࣗࣅアレࣆ

ている。 
 また、㈈ᨻ༴機による公的資金୙足のため、%,6
でもண⟬๐減にྲྀり⤌ࡴだけでなく、ຠ⋡・ຠ果

                                                   
2 ´$FFHVVLELlLW\, VXVWDLQDELlLW\, H[FHllHQFH� KoZ Wo H[SDQG 
DFFHVV Wo UHVHDUFK SXElLFDWLoQV´, -XQH 2012 

を重どすることとし、その結果として社会的・⤒

῭的インパクトを㑅定基‽にᑟධしつつある。こ

のことは、ୡ⏺にඛ㥑けたᨻ策タ計である。 
 ᭦に、研究資金に関連したᨻ策策定の㝿に、公

ᘧ・㠀公ᘧに多様なステーク࣍ルࢲーのኌをᣠう

機会があり、科学者を始めとして可能な㝈りᖜᗈ

いコンセンࢧスを得て、ᨻ策を๓に㐍めていこう

とするጼໃも、ⱥᅜのᙉࡳとゝえよう。 
 ௨上のような、日本の♧၀となるようなᙉࡳを

持つⱥᅜであるが、課題もṧされている。  
 上㏙の通り、ᨻᗓ関ಀ者にはエクセレンスを㑅

ᢥした結果だと࣏ジティࣈに受けとめられてい

る研究資金の集中であるが、受㡿ഃである大学や

研究者の一部には大きな懸念となっている。ス࣌

ンディングレࣗࣅー2010 で高等ᩍ⫱関連ண⟬が

大ᖜに๐減され、高等ᩍ⫱機関に対するࣈロック

グラントも๐減されており、そのため多くの大学

や研究者は、研究会㆟等からの➇த的研究資金に

より一ᒙ౫Ꮡせざるを得ない状態にある。しかし、

それら研究資金はᐇ⦼࣋ースでຓᡂされる。最㏆

は研究グラントのᩘが減少し、プロジ࢙クトから

ಶேに対する࢓ࣇンディング࡬と㌿᥮の流れが

動き始めていることから、研究資金の集中が᭦に

⃭化することがண᝿されている。 
 ᨻᗓがຠ⋡・ຠ果をồめた結果である社会的・

⤒῭的インパクトの㑅定基‽࡬のᑟධについて

は、科学研究者から、「基♏研究はすࡄにຠ果が

ᮇᚅできない」ため、「基♏研究と࣑ッࣙࢩン研

究㸦ᛂ用研究）とのバランスを⥔持す࡭きところ、

基♏研究が軽どされかࡡない」といったᢈุが᰿

ᙉくṧっている。このことについては、%,6 はパ

イロット事業などにより、そのᐇ現性やຠ果につ

いて✚ᴟ的に公⾲し、懸念のゎ消にດめていると

ころである。 




